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応援します！  市民活動

　市内にお住まいの人や市内の事業所などに
勤務している人に、市民活動の本を無料で貸
し出します。貸し出しには身分証明書が必要
ですので、免許証や健康保険証などを持って、
くらしいきいき課までお越し
ください。
●貸出冊数と期間　1 人 3 冊
まで 2 週間
●貸出本の一部

『地域活性化事例集 地域資源
を 活 か し た 地 域 の 活 性 化 』、

『定年後のボランティア』、『Ｎ
Ｐ Ｏ 法 人 設 立・ 申 請 完 全 マ
ニュアル』など

　地域や団体において指導的役割を果たす創
造性豊かな人材あるいは団体を育成する事業
に対し助成します。
●応募資格　市内にお住まいの人と、市内の
事業所に勤務している人
●応募締切　5 月 31 日（火）
●対象事業　平成 23 年 4 月から平成 24 年 3
月までの間に行う、次の事業
①人材育成や地域活性化のための先進地視察
や講演会の実施
②社会に貢献する人材や創造性豊かな人材の
育成事業
●審査方法　「いきいき人づくり基金運営委員
会」で審査し、事業の選定と額の決定を行い
ます。
※応募方法など詳しくはお問い合わせください。
●過去の助成例　 平 成 22 年 度「 ス ト リ ー ト
ミュージシャンコンテスト in 荒尾」
平成 20 年度「子ども達に夢を育むための教育
活動」

　市民と行政の協働のまちづくりを目指して、
自発的な社会貢献活動（市民活動）の活性化や
活動団体の自立を支援する事業に助成します。
●対象団体　荒尾市内に活動の拠点を置く 5
人以上の営利を目的としない団体
●助成の対象となる事業　ボランティア団体
などが自発的な意思に基づいて行う社会に貢
献する活動で、組織の活性化及び自立を目指
して平成 23 年度新規または拡大・充実を図る
事業が対象です。（他の助成を受けている事業
は対象外）
●助成金額　助成金…各年度 20 万円（助成期
間は 3 年間を限度）
助成率…活動に直接要する経費に対し、助成
1 年目 9 割以内、2 年目 7 割以内、3 年目 5 割
以内（申請は毎年必要です）
●応募方法　「市民活動サポート事業助成金交
付申請書」に記入し、団体構成員名簿や会則
などを添付し、くらしいきいき課に提出してく

市 民活動サポート助成

［申・問］

くらしいきいき課
（市役所 1 階）

☎ 63-1395

　不特定多数の人が観賞できる場所への花
植えなどの活動を行う団体に、必要な花苗の
一部を配布します。
●対象となる活動　公園や街路など公共的な場
所への花壇の設置、花の育成までを行う活動。
●応募資格　営利を目的としない、市内の 5
人以上の団体。
●応募方法　「花のまちづくり推進事業申請
書」に団体名、代表者、花を植える場所・面積・
位置図を記入し、くらしいきいき課へ提出し
てください。（申請書はくらしいきいき課にあ
ります。また市ホームページからもダウンロー
ドできます）
●応募締切　4 月 15 日（金）
●選定方法　現地確認後、審査のうえ事業の
選定と配布本数の決定を行います。
●配布する花苗の種類・本数　メランポディ
ウム・マリーゴールド・サルビア・ブルーサ
ルビア・ポーチュラカ　合計 1 万本（本数な
ど調整する場合があります）
●配布方法　決定した団体に対して 5 月下旬
以降に配布します。
●過去の事業　平成 22 年度前期は 26 団体に 1
万本、後期は 24 団体に 1 万本を配布しました。

ださい。（申請書はくらしいきいき課にありま
す。また市ホームページからダウンロードで
きます。）※受付は随時行います。
●審査方法　審査会の審査により助成する事
業の選定と助成額の決定を行います。
●過去の助成例　平成 22 年度　赤田公園の中
の花菖蒲園の整備　平成 21 年度　助丸区の花
菖蒲園の整備　

▲花のまちづくり推進事業を利用して、牛水の道路沿いにサ
ルビアの花が植えられました。

▲昨年開催された助丸区花菖蒲祭り。市内外から、たくさ
んの人が訪れました。 

花 のまちづくり推進事業の募集

い きいき人づくり基金助成

本 を貸し出します


